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PRESS RELEASE 

2024 年 10 月 18 日 

金融包摂型 FinTech スタートアップ Global Mobility Service 株式会社  
 

Japan Mobility Show 2024 未来モビリティ会議に GMS 代表の中島が登壇 

「モビリティ社会実現に向けた共創」について自工会会長、部工会会長らと語る 

 

世界の低与信層に向けた金融包摂型 FinTech サービスをグローバルに展開する日本発のスター

トアップ Global Mobility Service 株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 CEO：中

島 徳至 以下「GMS」は、2024 年 10 月 15 日から 4 日間にわたり開催される「Japan Mobility 

Show 2024」未来モビリティ会議特別セッション、ビジネスセッションに登壇しました。 

 

Japan Mobility Show 2024 https://www.japan-mobility-show.com/ 

 

 

https://www.japan-mobility-show.com/
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モビリティ社会の実現には、スタートアップ人材の多種多様な経験が必要不可欠と強調 

 15 日火曜日、未来モビリティ会議 特別セッションにて、弊社代表中島が、一般社団法人日本

自動車工業会会長（いすゞ自動車株式会社代表取締役会長 CEO）片山正則氏、一般社団法人日

本自動車部品工業会会長（日本発条株式会社代表取締役会長）茅本隆司氏らと共に、「モビリテ

ィ社会実現に向けた共創やオープンイノベーション」に関するディスカッションを行いました。

自動車をモビリティへと拡張させて行くためには、共創人材の開発、創出に優れるスタートアッ

プのノウハウが必要不可欠であり、さらに多くの成功事例を並べていくべきであると述べまし

た。また、モビリティ業界外も含む各ユーザーの視点に立った柔軟な発想を取り入れることで、

より多くの人にとって充実したモビリティサービスの提供ができると語りました。 

 

 

 

モノづくりの成長のカギはスタートアップとの共創である 

 17 日木曜日、未来モビリティ会議 ビジネスセッションにて、弊社代表中島が、株式会社

SUBARU 代表取締役社長 CEO 大崎篤氏、ダイハツ工業株式会社 代表取締役社長 井上雅宏氏、

UD トラックス株式会社 代表取締役社長 丸山浩二氏らと共に、「モノづくり大国日本の、モビ

リティ製造最前線」に関するディスカッションを行いました。世界をリードするモノづくり大国
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となるためには、ハードウェアだけでなくソフトウェアを巻き込み、付加価値を高める必要があ

ると述べました。スタートアップをはじめとする新たなプレイヤーに大きく門を開き、共創しな

がらパートナーシップを結んで市場を広げていくことで、ハードとソフトの融合が加速していく

ことを強調しました。 

 

GMS の金融包摂型 FinTech サービスについて 

自動車の安全な遠隔起動制御技術を搭載した IoT デバイス「MCCS」で収集した車両データ（走行状

況、速度等）と金融機関と連携して取得した金融データ（支払い状況等）を分析することで、ドライバー

の信用力を可視化し、従来の与信審査には通過できなかった方々へ、ローンやリースなどの様々な金融サ

ービスの活用機会を創出しています。 

金融包摂型 FinTech サービスの仕組み 

 

 

 GMS は、利用者に寄り添ったサービスを提供するだけでなく、社会ニーズの変化に柔軟に対応した新た

なサービスの組成・提供など、「真面目に働く人が正しく評価される仕組みを創造する」というビジョン

のもと、今後も真に豊かで持続可能な社会の実現に向けて国際社会に貢献してまいります。  

 

Global Mobility Service 株式会社 概要 

 GMS は「真面目に働く人が正しく評価される仕組みを創造する」をビジョンに掲げ、世界の貧困/低所

得層約 14 億人 (*1)の信用創造を行う、日本発の金融包摂型 FinTech のグローバルスタートアップ企業

です。日本国内及び ASEAN 諸国（フィリピン/カンボジア/インドネシア）において低所得層の方々の就

業機会を創出する、 当社の社会課題解決型のビジネスモデルは、SDGs の達成に直接的に貢献する稀有な

ビジネスエコシステムとして高くご評価頂いております。相対的貧困率が G7 でワースト２(*2)とされる
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日本国内において、当社はこれまで世界で 38 社の金融機関・ファイナンス企業等との提携を通じ、従来

のローンやリースの与信審査に通過しなかった方々に車両をお届けするサービスを展開しております。車

両を入手し真面目に働くサービス利用者のデータを可視化、分析し、情報の価値化を行うことで、利用者

のニーズに沿ったファイナンスを提供し、利用者が求める豊かな生活が送れる仕組みを創造しています。  

*1 出典：世界銀行 - The Global Findex Database 2021  *2 出典：一般社団法人グラミン日本 

 

当社の事業概要につきましては、下記動画をご参照ください。 

https://youtu.be/S9fXklbwYEY 

 

 

会社名：Global Mobility Service 株式会社 

代表者：代表取締役社長 CEO 中島 徳至 

所在地：東京都千代田区神田紺屋町 15 グランファースト 4F 

設立日：2013 年 11 月 25 日 

資本金：19 億 2,611 万円（資本準備金含む／2024 年 3 月 31 日時点） 

URL：https://www.global-mobility-service.com/ 

事業内容： 

車両遠隔起動制御 IoT デバイス「MCCS®」、データ分析プラットフォーム「MSPF®（モビリティサービ

スプラットフォーム）」を活用した金融包摂型 FinTech サービスの提供、およびデータの二次活用サービ

スの提供 

Ⓡ登録商標 GMS、MCCS、MSPF は GMS の登録商標です。 

 

＜報道関係者様からのお問合せ＞ 

Global Mobility Service 株式会社 広報グループ 

E-mail：press@global-mobility-service.com 

   

https://youtu.be/S9fXklbwYEY
https://www.global-mobility-service.com/

